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初年次教育における動画教材を含むハイブリッド学習法の活用 

 

Utilization of Hybrid Learning Methods Including Video Teaching 

Materials in Freshman Education 
 

野口 拓也・小林 保弘 

Takuya NOGUCHI, and Yasuhiro KOBAYASHI  

 

 

本年度より薬学部 1年次科目である化学入門および基礎化学にて動画教材の導入、moodleの活用、マナビ場でのグルー

ブ学習など、多様な学習方法の選択肢を提供することによる、学生が自分に合った学習を選べるという視点(ハイブリッド

学習法)を取り入れた教育を開始した。これらの活用が学生の行動にどのような変化をもたらすかを把握するためにアンケ

ート調査を行い、学力の変化を試験結果で測定した。本稿では、動画教材を含むハイブリッド学習法の活用することによ

る行動変容と成績の推移について報告する。 

 

 

１． はじめに 

一般的な講義とは大人数の学生に対し 1名の教員が教

壇に立ち授業を行い、試験やレポートの点数で評価する。

このタイプの講義では論理的思考力や自身で学習する力

が既に身についている学生は対応できるが、多種多様な

背景を持つ学生を 1つの方策で教育することは困難であ

る。大学の教育において、各科目の教授方針は科目担当

教員に一任されている。本学では授業の改善を促す取り

組みとして、学生による授業評価アンケートや教員対象

の FD（Faculty Development）講演会を行っており、多

くの教員が自ら改善点を見つけ次年度に活かしている。

そして、教育の現状や新たな試みに関する論文が報告さ

れている 1-5。一方、横山は学習モチベーションに関する

理論をまとめた論文を報告しており、自ら学び続けられ

る学生の育成のための内発的モチベーションの重要性を

説いている 6。 

そこで、著者が担当する１年次科目の化学入門および

基礎化学では本年度より学生自身が学習意欲を高め到達

した。そして、授業中心の教授スタイルから学生自身に

あった学習ツールを選択・組み合わせることができるハ
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イブリッド学習法を行った。この論文ではハイブリッド

学習法の学習ツールの作成方針や活用例を紹介し、これ

までの成績推移を報告する。 

 

２．対象 

本論文で対象とする化学入門と基礎化学は薬学部１年

次の科目であり春学期に開講されている。選択科目であ

る化学入門は高校化学の中で薬学部に必要な知識を中心

に学ぶ科目である。必修科目である基礎化学は有機化学

を網羅的に学ぶ科目である。また、本論文の調査対象は

2019年度から2022年度現在までの4年間において化学

入門と基礎化学を履修したのべ428名の学生である。 

 

３．学習ツールの開始時期 

2019 年度から現在までの 7 つの学習ツールの実施状

況を表 1 に示した。著者は 2019 年度から化学入門およ

び基礎化学を担当しており、これらの科目の前身である

化学Ⅰ・Ⅱの時代からセンター教員（化学担当）に授業

への参加を依頼し、学生からの質疑に対応してもらって

いる。2019年度からマナビ場の前身にあたる共通オフィ

スアワーが始まった。共通オフィスアワーは勉強習慣を

つけてもらうことを目的に、担当教員が授業後に1コマ

分の時間を時間割に組み込み勉強方法を教えるものであ

る。2020年度は新型コロナウィルスの感染拡大防止策と

して遠隔授業をおこなったため、学生が大学におらず実

施できなかった。2021年度は共通オフィスアワーとして、
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2022年度はマナビ場として実施した。著者の担当する化

学入門および基礎化学の過去問は常に閲覧できるよう試

験問題および模範解答をポータルサイト上にアップロー

ドしてある。2019年度は当該科目の初年度であったため、

過去問が存在しない代わりに模擬試験を公開した。2020

年度からは自主的に問題を解くことが出来るようインタ

ーネット経由で使用できる教育・学習支援システム

「moodle」の運用を開始し、現在も利用している。2021

年度からは双方向性の授業を目指しLINEオープンチャ

ットをそれぞれの講義で立ち上げ、授業中の質問、理解

度調査、板書のデータ送付などに利用し、現在も利用し

ている。2022 年度からテキストに沿った動画を作成し、

著者の執筆したテキストに動画を視聴できる YouTube

へのリンク先を設け、学生が時と場所を選ばず授業動画

を視聴できる環境を整えた。また、隔週で確認試験（成

績には含まない）を行い、その際にどのような学習法を

取り入れたかを調査できるようにした。 

 

表 1. 7つの学習ツールの実施状況 

 
2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

① センターの利用 〇 〇 〇 〇 

② マナビ場 〇 -- 〇 〇 

③ 過去問開示 △ 〇 〇 〇 

④ moodle  〇 〇 〇 

⑤ チャットの利用   〇 〇 

⑥ 動画の利用    〇 

⑦ 確認試験と 

アンケート 
   〇 

 

４．学習ツールの作成、利用方針と授業での活用 

本年度まで作り上げた学習ツールの作成・利用方針と

授業でどのように活用したかを述べる。 

 

① 総合学習・日本語支援センター（センター） 

総合学習・日本語支援センターは学生が「より確実に、

より楽しく」学べ、より充実した学生生活が送れるよう

に支援するところである。大学での勉強方法についての

アドバイス、理系の基礎科目（数学・物理・化学）につ

いての疑問点の解消、授業のレポート作成の助言などが

受けられる。 

本講義においてはセンターの化学担当者が全授業に参

加し講義内容を把握する。その上で、マナビ場などを利

用し積極的に介入し、学生ひとりひとりの理解が十分で

ないところの確認や勉強方法の助言を行っている（図1）。 

 

② マナビ場（共通オフィスアワー） 

マナビ場とは、1-2 年次の薬学部専攻科目の必須科目

に対し、授業後に担当教員が１コマ分の時間を使用し問

題演習や質疑応答を通じ勉強方法を伝授する場である。

著者が担当している科目の場合、基礎化学を指す。基礎

化学のマナビ場では毎回異なるテーマを与え、個人で考

える時間とグループワークを交互に実施し、学生自身に

問題解決を委ねることで思考力養成を図った。 

 

図 1．マナビ場風景 

 

これまでのマナビ場（共通オフィスアワー）で実施し

た内容を表 2 に示す。ここでは、2022 年度のマナビ場

で実施した内容について紹介する。中間試験まではグル

ープワークにて確認試験の模範解答を作成させた。中間

試験後は本格的な有機化学を扱っていくため、官能基に

特化した方策（医薬品から官能基を探そう）および反応

に特化した方策（リアクションマップに慣れよう）を個

人およびグループワークにて行った。10-13 回目のマナ

ビ場では、リアクションマップを使用した有機化学反応

の定着を目的に、即興で5問の問題を作成し、全問正解

するまでマナビ場を離れることができない“5 問正解し

ないと帰れません”を実施した。14回目はマナビ場にて

模擬試験を配布しグループワークにて模範解答を作成さ

せた。 

 

表 2. マナビ場で実施した内容 

 実施内容 

2019 

年度 

・授業の復習講義 

・演習問題の実施 

2020 

年度 
・新型コロナウィルス感染拡大のため実施できず 

2021 

年度 
・moodleにて予復習を行う場として利用 

2022 

年度 

・確認試験の模範解答を作ろう（第1-6回） 

・医薬品から官能基を探そう（第 9回） 

・リアクションマップに慣れよう（第10回） 

・5問正解しないと帰れません（第10-13回） 

・チームで模擬試験にチャレンジ（第14回） 
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③ 過去問の開示 

過去問は常に閲覧できるよう試験問題および模範解答

をポータルサイト上にアップロードしてある。化学入門

および基礎化学の試験は、原則授業で教えた順番通りに

出題する。また、試験問題の解答数は 20 問で、すべて

記述式である。模擬試験、定期試験、再試験、予備試験

の 4つの試験で全範囲を網羅する作りとなっており、学

生にもこの作成方針を伝えてある。よって、過去問を開

示することで、分析すればどの範囲が重要かわかるよう

な仕組みにしている。 

 

④ Moodle の利用 

Moodle はインターネット経由で使用できる教育・学

習支援システムで、授業資料の閲覧、課題提出、ディス

カッション、アンケートの回答、小テストの受験など、

時間や場所を選ばすに双方向の教育・学習をすることが

できるツールである。 

著者は化学入門および基礎科学で、学生の予復習を自

主的に行うことができるよう、1コマあたり20問程度の

問題を moodle 上に作成した。出題方針として必ず教科

書に沿い、可能な限り多くのパターンを提示し、例外は

除外した。問題形式は教科書に沿い、問題形式は記述形

式（数字や文字の入力）、選択形式（3～5 問択一形式）、

ある特定の場所を選ばせる形式（ドラッグ＆ドロップマ

ーカー）とした（図2）。さらに、これらの方針で作った

問題を記述式にアレンジした問題を定期試験、再試験で

出題することを講義１回目のオリエンテーションで伝え

ることで、moodle 上の問題を解くことの意味付けを明

確にした。 

Moodleは2021年度の共通オフィスアワーで予復習用

の教材として積極的に利用したが、導入時（2019年度）

と本年度（2022年度）は学生の自主性に委ねた。 

 

図 2．Moodleの問題一例 

（ドラッグ＆ドロップマーカー） 

 

 

 

⑤ LINE オープンチャットの利用 

LINEオープンチャットはLINEの1機能で次のよう

な特徴を持っている。トークルームごとにプロフィール

の設定が可能であり、トークルームへの招待は URL や

QR コードの共有で簡単にできる。LINE の友だち登録

をしなくても、グループトークでコミュニケーションが

可能であり、途中からグループに参加しても、過去のト

ーク履歴を遡ることができる。 

LINE オープンチャットは原則授業中のみ使用し、授

業中に生じた疑問や質問をいつでも受け付けている。匿

名での登録を推奨し、活発な意見交換ができるような体

制を作っている。講義担当者である著者からの投げかけ

にはできる限り答えてほしいが強制はしていない。スペ

ースを多用するスタンプの使用は禁止し、オープンチャ

ットが炎上した場合は、即閉鎖することを伝えている。 

このLINEオープンチャットでは授業中の質問、理解度

調査などに利用でき、学生の理解度を把握し、授業を進

めている。一例として「黒板に書いた構造式を線角構造

式に変換せよ」というお題を投げかけたときのLINE画

面のスクリーンショットを示す（図3）。このように、直

接ノートを確認しなくても、学生の理解度を確認できる。 

 

  

図 3．LINEオープンチャット使用一例 

 

⑥ 動画教材の利用 

化学入門および基礎化学ではそれぞれ 50 本程度の授

業動画をYouTubeに公開し、その情報を学生に開示して

いる。化学入門は著者の執筆したテキストを使用してい

るため、本文の右斜め上にQRコードをはめ込み動画を

視聴（YouTube へ飛べる）よう設定した（図 4）。基礎

化学は既存のテキストを使用している。そのため、動画

のリンク先（QR コード）を化学入門のテキスト後半に

付録として添付した。 

動画は見たいところだけ視聴できるよう 1 本 10 分程

度とし、180cm x 90cmのホワイトボード１枚程度で説

明できる情報量にまとめた。動画の開始 10 秒間はホワ
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イトボードに記載した内容を表示し、動画のタイトルコ

ールの時間とした。その後、ホワイトボードを用いた解

説動画が始まり、動画終了 10 秒間は次の動画へのリン

ク先を提示した（図5）。この動画教材の視聴は強く予習

を進めるときと授業で抜けてしまった箇所を補うとき以

外の使用は学生に委ねた。 

 

 

 

図 4．QRコードの添付場所 

（上：化学入門の動画、下：基礎化学の動画） 

 

 

 

 

 

図 5．授業動画のスクリーンショット 

（上：開始直後、中：説明中、下：終了直前 10秒間） 

 

⑦ 確認試験とアンケートの実施 

2022 年度から成績に一切含めない確認試験を隔週で

計 6回行い、確認試験終了時にアンケートを取り、どの

ような学習法を取り入れ勉強してきたかを調査できるよ

うにした。確認試験の試験範囲は試験直前2コマ分の内

容のみに限定し、該当する範囲の moodle に含まれる問

題を記述式に変換した問題 10 問を出題している。アン

ケートは予習として何をしたか、復習として何をしたか、

現在の理解度を踏まえ来週は何をしようとしているのか

の調査を行った。アンケート項目を下記に示した。 

□ テキストを読んできた 

□ テキスト内の動画を視聴した 

□ moodleで問題を解いた 

□ この範囲と思われる過去問を解いた 

□ 先生に質問した 

 

５．結果 

➀ アンケートによる学習ツールの利用状況 

確認試験、中間試験、定期試験直後に行ったアンケー

ト調査の結果を示す（図6）。調査内容はテキストを読ん

できた（テキスト）、テキスト内の動画を視聴した（動画

視聴）、moodle で問題を解いた（moodle）、この範囲と

思われる過去問を解いた（過去問）、先生に質問した（先

生に質問）の 5 つである。調査時期は確認試験直後の 6

回と中間試験、定期試験直後の計 8回である。定期試験

に向けた勉強は予習として解答させている。縦軸はアン

ケート回答者数を分母にした割合（百分率）で示し、横
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軸を調査時期とした。 

全体を通じて予習復習にテキストを使用した学生が高

い。それに対し、先生へ質問したと回答した学生の割合

が低い。動画視聴、moodle の利用、過去問の活用の利

用率は試験前後に高くなる。一方、今後取り組みたいこ

との調査結果は一様に高い。これは確認試験や中間試験

のような気付きを与えることで、学生のモチベーション

を維持し続けたためであろう。 

 

② 成績推移 

化学入門と基礎化学の合格率の推移を表3に示す。こ

のデータは初年次教育の成果を評価するため該当年次の

現役生のみを抽出し E 評価の学生も除外した。よって、

母数は現役生かつSからD評価の学生である。なお、合

格率１とは定期試験までの結果に基づき算出した値であ 

 

 

 

り、通常の過程で、学生がどれだけ講義内容を理解した

かの尺度として提示した（式１）。合格率２とは追再試験

を含めた結果に基づき算出した値であり、該当年度の最

終的な学生の理解度の尺度として提示した（式２）。 

 

定期試験までの合格者数 
×100 式１ 

E 評価を除く該当年次現役生数 

 

再試験を含めた合格者数 
×100 式２ 

E 評価を除く該当年次現役生数 

 

化学入門、基礎化学ともに本年度の合格率は開講当時

よりも向上した（化学入門 68％→88％、基礎化学 52％

→76％）しかし、2020 年度の基礎化学に関してはもっ

とも合格率が高い（83％）。 

 

 

 

    

（化学入門：予習で取り組んだこと）         （基礎化学：予習で取り組んだこと） 

 

    

（化学入門：復習で取り組んだこと）        （基礎化学：復習で取り組んだこと） 
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（化学入門：今後取り組もうと思っていること）   （基礎化学：今後取り組もうと思っていること） 

 

 

 

 

図 6．アンケート調査結果 

 

 

表 3. 成績と合格率の推移（左：化学入門、右：基礎化学） 

 

 

  

図 7．定期試験の得点分布と年度推移（左：化学入門、右：基礎化学） 

 
2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 
  

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

本試験 

S 11 8 12 9  

本試験 

S 6 9 7 5 

A 8 9 5 10  A 4 6 5 6 

B 8 7 14 9  B 5 8 11 10 

C 2 7 7 12  C 5 8 6 9 

D 21 15 29 10  D 5 8 6 9 

再試験 
C 5 3 8 4  

再試験 
C 8 3 8 4 

D 11 6 6 3  D 11 12 9 7 

合格率１（％） 58 67 57 80  合格率１（％） 37 60 46 61 

合格率２（％） 68 74 69 88  合格率２（％） 52 83 60 76 
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表 4. 定期試験の平均点と標準偏差の推移（左：化学入門、右：基礎化学） 

 

   

図 8．定期試験の平均点と標準偏差の年度推移（左：化学入門、右：基礎化学） 

 

 

つぎに、各科目の定期試験の分布をまとめた（図 7）。

縦軸が人数を示し、横軸が試験結果を示す。また、19年

度生を青色、20年度生を橙色、21年度生を灰色、22年

度生を黄色で示した。その結果、本年度は両科目ともに

定期試験の点数が極端に低い学生が少ないことがわかっ

た。 

各科目における定期試験の平均点と標準偏差の推移を

まとめた（表 4、図 8）。縦軸が定期試験の点数を示し、

横軸が年度を示す。また、グラフ中のバーの長さが標準

偏差を示している。その結果、本年度は両科目ともに定

期試験の平均点がもっとも高いことが分かった。また、

標準偏差も例年と比べ、もっとも低くなった。 

最後に、本年度の基礎化学における入学直後の実力試験、

中間試験、定期試験の平均点と標準偏差の推移をまとめ

た（図9、10、表5）。その結果、入学直後の実力試験は

得点分布にばらつきが見られたが、試験を重ねるごとに

得点の分布が狭くなった（標準偏差 28→22→19）。 

 

③ 千葉科学大学「学生授業改善アンケート評価」 

前述した確認試験、中間試験、定期試験直後に行った

アンケートは、行動変容が成績にもたらす影響を調査す

ることが目的のため記名式である。一方、授業を客観的

に評価する目的で行っている調査が、千葉科学大学「学

生授業改善アンケート評価」である。 

ここでは、本年度の基礎化学の自由記入項目「Q11. こ

の科目の内容、指導教員の関わり、シラバスなどについ

て、良かった点があったら答えてください。」について、

7つのツールに関する記述のみ抜粋し記載する。 

 

図 9．各試験の得点分布（基礎化学） 

 

表 5. 各試験の平均点と標準偏差の推移 

（基礎化学） 

 

 

図 10．平均点と標準偏差の推移（基礎化学） 

化学入門 
2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 
 基礎化学 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

平均点 65 63 60 70  平均点 50 57 65 67 

標準偏差 27 24 25 19  標準偏差 26 28 22 19 

基礎化学 
2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

平均点 39 60 67 

標準偏差 28 22 19 
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22年度春「化学入門」のアンケート結果（抜粋） 

1. テキストにある動画で予習復習できる制度がとても良かった 

2. 動画教材があった事はよかった。 

5. お忙しい中、自分自身で勉強できるような教材をたくさん準備してくださっていて非常にありがたかったです。 

6. LINEグループチャットを用いた、学生が積極的に参加出来る授業は良いと思った。 

7. 動画付き、尚且つ過去問が公開されているのは先輩とのつながりができにくいのでとても助かりました。 

9. 学び場等での補足が理解を深めるのにとても役立ちました。 

11. 自分は学習に iPadも使用している。データでの過去問などを配布していただいているため、教科書などは書き込みを

して残し、データの方で繰り返し問題を解くことができた。紙で印刷というと嵩張り、ものがどこかに行く可能性もある、

さらに書き込むと消さなくてはいけない。いつでもダウンロードができ、繰り返し問題を解くハードルが、機械ハードの

面で下がったように感じている。 

13. マナビの場での小林先生の一対一の講義で、理解度をさらに深める事ができた。なんとなくだが、小林先生の教えた

方は文系出身の人に向いていて、野口先生の教え方は理系出身の人に向いてるのではないかと感じた。 

 

22年度春「基礎化学」のアンケート結果（抜粋） 

1. ３問正解しないと帰れませんが良かった。覚えなきゃ！っていう意識を強くしてくれた。 

2. 正解しないと帰れないテストがとてもよかったです。何度も間違えることで習得できたことがたくさんありました。 

3. マナビ場で多くの問題を取り上げてくれたので、テスト勉強がとてもしやすかったです。また、ポータルサイトの過去

問もとても助かりました。 

6. 学生以上に先生のやる気を感じて、私自身すごくやる気が出ました。 点数が伸びたのもそのおかげだと思っています。 

動画やマナビ場、確認試験、オープンチャットなど勉強するためのものを多く準備していただき非常に助かりました。 

7. 先生の声がよく通っていてスッと理解しやすかったです。学び場の時間も為になるものばかりだったので楽しかったで

す。 

8. オープンチャットの導入や過去問の公開、また医薬品の基礎的部分である官能基を重点的に学修するようにしたことは

とても良いと感じた。 

9. マナビ場での復習の時間は理解度が実感できることや講義で、わからなかったことを個々に説明してくれるのでとても

やりやすくよかった。動画も見やすかった 

10. オープンチャットの導入のおかげで意欲的に授業に参加出来た。 過去問や動画の公開によって学習が効率的に進んだ。 

11. 基礎化学から発展して有機化学の内容を少し教えてもらったり、生物に通じる内容を教えてもらったりして、かなり

充実した授業だった。有機化学が少し楽しみになった。 また、マナビ場が復習する良い機会となって、授業の内容を問題

に応用できるようになった。 

13. 学び場でわからないところを先生に直接聞くことができたのがとてもよかったと思います。 

14. 学び場で色々な方法で勉強ができたのが良かったです。授業の休講がありましたが、動画で十分に勉強出来たので化

学についての動画がとても良いと思いました。 

15. 動画で予習復習できたこと。moodleで問題演習ができたこと。 

16. 難しい部分もありますが、ほとんど楽しく学べたかなと思います。マナビ場や、動画、Moodleで復習できる材料が多

いのがとてもありがたかったです。 

18. 学び場で行った勉強法がよく役に立ったと思う。確認テストを熱いうちに正解にする、リアクションマップを知る（法

則性がはっきりした）、5問連続正解するなど、やっておいてよかったと感じている。 

19. 分からないところは分かるまで解説していただいた。 授業とは別に予習復習のための動画があり非常に参考になった。 

20. 予復習につかえる教材として動画をあげてくださっていたのは、授業で理解できていないことを補うのにとてもよか

った。 

21. 動画でいつでも予習や復習できるのが良かった。 

22. 確認テストで、復習する際の、良い問題集になったのではと考えている。どこが重要なのか尺図ることが可能であっ

た点は良かったと思うが、根本を理解しないといけないなと考えさせられた。 

23. 5問正解しないと帰れませんやチームで模擬試験をするマナビ場がとても良かった 

24. 動画で予習復習できるようになったのはとても良い事であったと思う。ほかの科目にも導入して欲しいくらいです。 
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６．考察 

著者が担当する１年次科目の化学入門および基礎化学

では、本年度より７つの学習ツール（① 総合学習・日本

語支援センターの利用、② マナビ場でのグループワーク、

③ 過去問開示、④ moodleの利用、⑤ LINEオープンチ

ャットの活用、⑥ 動画の利用、⑦ 確認テストとアンケ

ートの実施）を整備し、学生自身にあった学習ツールを

選択・組み合わせることができるハイブリッド学習法を

取り入れた。その結果、本年度の化学入門、基礎化学の

合格率が 88％、76％と共に高い水準を示した（表 3）。

そして、定期試験のばらつきの尺度として標準偏差を調

べた結果、本年度は過去4年間でもっとも標準偏差の値

が小さく定期試験結果のばらつきが小さいことが明らか

になった（図8）。これは、ハイブリッド学習法により学

生自身が学習方法を選択したことが、確認試験、中間試

験、定期試験直後に行ったアンケート（図６）および千

葉科学大学「学生授業改善アンケート評価」で示されて

いる。また、入学直後、中間試験、定期試験の平均点の

上昇および得点のばらつきが減少したこと（標準偏差の

狭まり）からも、学生自身が勉強法を模索し、実行した

ためと考えられる。 

  

７．今後 

本年度より始めた動画教材を含む7つの学習ツールを

使ったハイブリット学習法はどれも新しいものはない。

しかし、教員中心の教授方法から学生自身が学習方法を

選択できるため、多種多様な背景を持った学生に対して

も対応可能な教授方法だということがデータからも明ら

かになった。 

今後は薬学部の化学（化学入門・基礎化学）だけでな

く多くの科目が自らのハイブリット学習法を実践し、

様々な背景を持った学生に対応した教授・自学自習の体

制づくりが望まれる。 
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